
ど九日リド22空間中島与ZI事耳れ同月SHf41事zz著
zi5223耗ET222H?3325tiド自E3522巧る
君主主面2M22 1高託Jzが 。〈日L5。23は};;upう、

っiA13h22iltlEミit;i27iEJ22
2F1icihi守重男lqJ~、 マ伝説;;

あ
る
こ
と
を
、
中
寄
さ
ん
は
ご
存
知

な
の
だ
と
思

1
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の

有
語
葺
易
・
身
に
つ
け
て
い
る
の
だ
。

『
キ
ャ
パ
ク
ラ
鐘
の
私
が
口
観
か

れ
事
量
』
吾
章
容
品
恩

こ
ん
な
霞
み
?
と
な
る
タ
イ
ト
ル

を
、
た
や
す
く
つ
け
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
こ
の
セ
ン
ス
の
よ
さ
が
、

中
谷
ブ
ラ
ン
ド
の
中
心
部
に
あ
る
。

「
キ
ャ
パ
ク
ラ
植
の
」
と
覇
に
つ
く

だ
け
で
、
男
は
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み

よ
う
と
思
う
。
「
私
が
口
説
か
れ
た

雷
業
」
は
、
人
を
臨
得
す
る
{
隊
や
と

す
)
方
法
を
学
べ
る
の
と
、
興
味

浄
々
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
男
は

思
わ
ず
手
が
伸
び
る
。
ま
た
、
女
性

も
、
ど
ん
な
ふ
う
に
跨
わ
れ
る
の
か

を
知
り

P
Zて
、
読
ん
で
し
事
ー

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
宵
唾
式
か
ら
い

え
ば
、
「
章
F
i
E霊
」
(
キ
ヤ
パ
ク

ラ
の
こ
と
}
と
、
口
盟
く
と
い
う

「
身
赴
」、
胃
業
と
い
う
「
置
い
」
で‘

必
ず
売
れ
る
の
で
あ
る
。
同
-向。

*
日
野
原
宣
明
先
生
へ
の
菅
姉
は
.

だ
い
ぶ
長
く
な
っ
た
.
行
列
に
一
回

並
ん
で
し
事
っ
と
、
も

2
度、

ニ

瞳
と
並
ん
で
み
た
く
な
る
。

『生
き
か
た
の
可
能
性
』
(
河
幽
讐

贋
新
社
}
は
、
対
談
相
芋
が
、
曾
野

草
ナ
、
僑
図
寄
賀
子
、
柳
図
邦
男
、

聖
書
五
司
、
置
辺
淳
-

と
ゴ
l

カ
メ
ン
バ
ー
。

「
歳
を
と
っ
て
か
ら
の
、
真
に
充
実

し
た
生
き
か
た
の
可
能
畦
を
様
々
に

揮
内
政
巴
し
て
い
る
・

ゲ
ス
ト
の
名
前
島
市
+a

伝
っ
て
、
人

は
こ
の
本
の
世
刊
に
並
ぶ
。
同
A
Hi

*
「
申
告
は
い
ま
や
『
ハ
ネ
ム

j
J』

だ
a
F

」・
台
湾
か
ら
の
最
新
レ
ポ
ー

ト
+
W
T
O
加
盟
後
の
中
国
の
動

向
+
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
を
分
騎
す

る
の
が
、

大
前
研
一

さ
ん
の
『
中
華

温
弗
』
(
PH
P研
梼
続
日
で
あ
る
。

申
告
の
・』
と
を
知
り
た
い
と
い
う

「身
近
」。

最
商
の
情
報
を
レ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
と
い
う

「身
近
」@
気
に

な
る
ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
も
、
し
っ

か
り
書
い
て
い
る
冨
量
」。

大
前
研
一
さ
ん
の
知
名
害
届
揖

庄
の
古
聞
き
。
こ
の
へ
ん
の
条
件
が
織

っ
て
い
る
こ
と
で
、
安
定
し
て
売
れ

る
。
田
汗
。

-買

茸
官
庁
掃
で
巨
大
タ
ン
カ
ー
が
ジ

ヤ
ツ
ク
さ
れ
た
。
盟
の
テ
ロ
リ
ス
ト

集
団
に
璽
畢
す
る
日
米
両
国
首
脳
.

唯
一
の
解
決
策
は
中
性
平
嘩
弾
の
使

用
た
が

」

国
際
昨
略
ミ
ス
テ
リ
ー

『Jポ
ジ
ン

カ
』
(
文
芸
春
歓
)
は
、

機
周
平
さ

ん
の
最
高
作
。
織
さ
ん
の
ミ
ス
テ
リ

ー
は
、
瞳
ん
で
い
る
と
、
も
の
ス
ゴ

イ
大
事
件
皇
国
が
聴
こ
、
え
て
く
る
。
怯

事
と
と
も
に
タ
ノ
ン
メ
ル
の
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
が
き
て
い
る
。
銀

司

会

Rt賀
の
秋
祭
り
磨
海
〈
ん
ち
は
、

is 

華
麗
な

一
四
台
の
漆
の
曳
山
が
見
事
。

曳
山
の
視
抵
で

「各
家
庭
の
料
理

や
時
戦
前
町
唐
添
の
町
並
み
、

三

O
O
車
も
で
る
軍
底
の
仕
切
句
方
、

神
社
の
御
神
輿
と
早
朝
の
省
子
舞
、

虫
山
を
量
り
嘗
・
え
る
福
岡
県
の
伝
統

工
芸
蔵
人
な
ど
」
を
、

三
一年
が
か
り

で
約
六
O
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

写
真
七
-
点
で
構
成
し
た
の
が
、

『え
ん
や
r
』
(
無
明
舎
幽
匝
)
。
こ
の

畢
力
の
本
は
、
売
可
た
い
a
F

市
川
H
。

『ノ
ー
ベ
ル
賞
鐘
着
手
事
由
主
"』

デイアドラ
-N
マ
ク
ロ
ス
キ
'
ノ
緑
樹
.
失
訳

家
.
.
 
，
本
億
益
軍
一
八
。
。
門

壌
を
の
鍵
清
象
者
の
大
半
が
C

行な
っ
て
い

る
こ
と
U
現
実
の
録
済
・
紙
会
と
か
吋
隠

れ
た
「
お
診
渇
遂
ぴ
」
に
す
ぎ
な
い
、
と

2
4
"な
批
判
を
鏡
げ
か
付
る
の
が
、

著
者
の
女
性
経
済
学
者
。「
失
わ
れ
fょ
a

O
律
令
」
を
、
そ
の
視
点
か
ら
免
訴
す
る
。

『
"に
肱
婦
由
京
事
H
V
Sる
』

沖
し
げ
る
、
神
彰
子

プ
kvι
ず
ノ
ト
従
志
像
情
格
一
因
。
。
肉

料
理
や
家
事
・
膏
埠
「
画
質
め
る
男
性
が

勾
r

え
て
い
る
・
会
婁
仁
迫
ら
れ
て
と
い
う

理
由
ば
か
り
で
な
い
と
こ
ろ
が
海
軍
だ
.

本
.
弘
寧
車
産
厳
ゼ
ロ
の
元
キ
ャ
リ
ア

官
儀
の
突
が
家
・
に
掠
輩
、
ペ
J

チャ
1

経
営
者
の
塞
が
そ
れ
を
苧
つ
白見守
ったか、

共
同
作
集
の
犠
-
z
M
V

臨
み
取
れ
る
。

『

u--一回尋
Z

』
と
也
事
世
』

巳
!
タ
』
・ア
ク
ス
ト
儲
か
/
大
・
理
-
限

集
養
訟
志
体
値
格
一
二
O
O
伺

償
庫
で
'm生
き
・
や
は
り
こ
れ
M
U
-
-
・だ
.

「
何
も
し
な
い
こ
と
」
で
母
命
力
を
節
約

す
る
.「
少
食
」
で
長
峯
脅
す
る
・
ス
ト
レ

ス
グ
エ
ネ
ル
ギ
ー
s
浪
費
す
る
こ
と
を
知

っ
た
ら
、
本
当
に
・
か
な
金
書
と
隠
何
か

が
見
え

τ〈
る
・
怠
付
の
鎗
用
金
管
晶
る
窓
・

『ナ
ガ
ノ
草
曲
目
3
自
国
』
問
中
康
夫

銭
轟
笹
本
合
.
裕
一
三
三
三
円

週
刊
「
S
P
A
l
」
で
逮
餓
が
緩
い
て
い

る
「
受
の
大
目
玉
」
空
理
L
ま
と
ま
っ

た
。
密
題
の
学
会
一
以
上
路
知
恵
を
再
び

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
員
野
県
の
g
g
E

M
M

、
そ
れ
に
ど
ど
ま
ら
な
い
・
デ
ィ
テ
ー

ル
に
こ
だ
わ
る
図
中
革
命
ほ
、
術
ん
だ
日

窓
に
こ
そ
品
轟
だ
か
ら
で
侮
る
.

語
障
・
講
を
慎
む
キ
ー
ワ
ー
ド
由
」

み
ず
ほ
舘
合
研
究
所

和
世
劃
和
劃
靴
問
事
骨
骨
格
ー記

u
n
Ei

-
O
包
帯
ど
こ
ろ
か
二
信
号
ひ
と
省
の
昨
今
、

こ
れ
だ
付
知
っ
て
い
れ
ば
と
い
う
キ
ーワ

ー
ド
と
隠
何
か
・
と
り
あ
-
志
す
、
舗
信
者
の

シ
ン
ク
タ
〆
ク
M
V

温
ん
だ
五
六
の
書
家
を

覚
一一え
τお
付
ぽ
宰
む
で
き
る
・
書
置
に

グ
ラ
フ
や
チ
ャ
ー
ト
が
付
い
て
ha
リ
、
記

述
も
早
合
暑
で
T
e
&弓
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